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レポートボックス１ー１　応用線形代数

1. W を Rnの部分空間とする．このときW = (W⊥)⊥であることを示せ．

2. Fを１変数の実数値関数全体からなるベクトル空間とする．つまりFの要素は f : R → Rのよ
うな関数からなる．f ∈ F に対して，f(−x) = f(x)となる関数を偶関数と呼ぶ．g ∈ F に対し
て，g(−x) = −g(x)となる関数を奇関数と呼ぶ．偶関数全体の集合を V ⊆ F，奇関数全体の集
合をW ⊆ F とする．V とW が F の部分空間であることをまず示し，F = V ⊕W になること
も示せ．

3. f(x1, x2) = e2x2 − ex1+x2 + 3
2e

2x1 − ex2 − 2ex1 とする．

(a) f(x)の極小点もしくは極大点 x∗を求めよ．

(b) Hf(x∗)を計算し，この行列から x∗が極小点，極大点，最小点，最大点もしくはいずれで
もないか判断せよ．

4. n × n実直交行列 P に対して，∀x ∈ Rn，∥Px∥ = ∥x∥になることを示せ．ただし，ベクトル
に対するノルムは Euclidノルムとする．
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